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背景

発表者は同種造血幹細胞移植の患者血液中の
Treg（制御性T細胞＝免疫を抑制する働きがある）
の数とGVHD（移植片対宿主病）の発症率に相関
があることを示した。

臨床試験による患者へのTregの投与は既に行わ
れている。GVHDの予防効果が認められている。

ただし、これらは治療ではなく予防投与＝1回のみ
の投与である。
発症したGVHDの治療を行うためにはもっと多く
の数のTregを必要とするため実現不可能である。

そこで、治療に応用できるだけの十分な数のTreg

をiPS細胞より作製することを計画した。

TregによるGVHD治療の利点

すなわち腫瘍に対する免疫力を温存しながらGVHDを
抑制できる可能性がある。

Tregはperforin系よりもFas-FasL系に対して強い抑制効
果を発揮する。

研究計画

効率のよいリンパ球誘導
を目的として、
高発現OP9-DLL1/DLL4

feeder細胞を作製した。

Tregのmaster geneであるFOXP3

をiPS細胞から誘導したリンパ球に
導入することによりTregの作製を
行う。Tet-Onシステムを用いてタイ
ミングと期間の最適化を行う。

当研究室で
樹立した
iPS細胞

retrovirus
vector


